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1.今後の河床掘削懇談会の進め方 （1）ネイチャーポジティブを踏まえた定量評価の導入
第5回 高津川河床掘削懇談会

 ネイチャーポジティブに向けた国際的な動きを踏まえ、今後の河川環境施策について、「生物の生息・生育・繁殖の場としてもふさわし
い河川整備及び流域全体としての生態系ネットワークのあり方検討会」より、令和６年５月に“河川環境の目標を定量的に設定すること
が必要である”等の提言を受けた。

 このため、今後の河床掘削懇談会では、引き続き、確実な治水安全度の向上とアユ産卵場等の河川環境の保全を図るため、河床掘削に関
する具体的な対策等について、各分野の専門的知識や経験を有する方々から意見を伺うことを主目的とするが、加えて、ネイチャーポジ
ティブの考え方に照らして、様々な指標について定量的に評価を行うためのご意見を伺いたいと考えている。

2※出典：今後の河川整備の進め方について 令和6年6月26日、27日 国土交通省
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1.今後の河床掘削懇談会の進め方 （2）提言概要
第5回 高津川河床掘削懇談会
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1.今後の河床掘削懇談会の進め方 （3）「場の定量化」
第5回 高津川河床掘削懇談会
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※出典：今後の河川整備の進め方について 令和6年6月26日、27日 国土交通省

1.今後の河床掘削懇談会の進め方 （4）「場の定量化」の指標
第5回 高津川河床掘削懇談会
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1.今後の河床掘削懇談会の進め方 （5）「場の定量化」の事例
第5回 高津川河床掘削懇談会

6※出典：河川環境目標設定の考え方のイメージ 令和6年6月28日時点 国土交通省
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上流部では流下能力が
1/30未満の区間が存在

下流区間では一部区間を除き
流下能力が1/50以上

樹木伐採のみ

凡例
河道掘削・樹木伐採

：実施予定箇所

安富地区

令和8～9年度（予定）
やすどみ

次期整備予定区間

虫追地区
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1.今後の河床掘削懇談会の進め方 （6）高津川における今後の段階掘削の考え方
第5回 高津川河床掘削懇談会

 現在、益田市街地の治水安全度を向上させるため、下流区間（河口から概ね３ｋｍ区間）の河床掘削を実施中で令和７年度完了予定。
 掘削が完了することで、高津川下流区間では治水安全度は年超過確率１／５０程度の向上。
 引き続き、上流側の治水安全度を年超過確率１／３０程度の向上させるため、河口から５ｋｍから１０ｋｍ付近の河床掘削を実施予定。

7

上下流バランスを踏まえ、常に下流区間の流下能
力が高くなるように段階的に整備を実施する



8

目標とする良好な区間
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1.今後の河床掘削懇談会の進め方 （7）河川環境の現状把握
第5回 高津川河床掘削懇談会

 今後の河床掘削予定区間の礫河原にはイカルチドリが生息している。
 河床には礫が多く、アユの産卵場となる瀬が存在するほか、絶滅危惧種のスナヤツメ南方種やイシドジョウ、カマキリが生息している。

8

○ 4～11㎞には広く礫河原（自然裸地）が分布しイカルチドリやカワラバッタが生息している。
○ 連続する瀬淵が多く分布し、絶滅危惧種のスナヤツメ南方種やカマキリ、イシドジョウが生

息している。
○ 3～6㎞は特にアユの産卵場となる瀬が分布している。

河川環境の現状

○ イカルチドリ等の生息する礫河原を保全・創出する。
○ アユや絶滅危惧種のスナヤツメ南方種、カマキリ等の生息・繁殖環境となる瀬淵の保全・

創出を図る。

保全・創出

河川環境区分

河川区分 汽水域

大セグメント区分 セグメント2-1

小セグメント区分 2-1①

堤内地の景観 　右岸側 農地・市街地

堤内地の景観　 左岸側 市街地

周辺の地形・地質 自然堤防・三角州

河床勾配
（平均河床高）

河床材料 砂礫

川幅

（河道幅・水面幅）

横断工作物

特徴的な狭窄部

距離標（空間単位：1km）

1. 低・中茎草地

陸 2. 河辺性の樹林･河畔林

域 3. 自然裸地

4. 外来植物生育地

水 5. 水生植物帯

際 6. 水際の自然度

域 7. 水際の複雑さ

8. 連続する瀬と淵

9. ワンド･たまり

10. 湛水域

汽 11. 干潟

水 12. ヨシ原

礫河原の植生域

湧水地

海浜植生帯

塩沼湿地

生息場の多様性の評価値
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性
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略図

※距離標1：1～2km区間

河
川

区
分
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区分２
（高津川下流域）

下流域で汽水域を除く区間
勾配で小セグメントに分かれるが、横断工作物もなく、他に大きな変化がない

小セグメントで分割すると、1区分の延長距離が3.2kmと短くなる（基本は5km以上/区間）
下流域 下流域

セグメント2-1 セグメント2-1

2-1② 2-1③ 2-1④

市街地 山地 農地 農地・市街地 山地

市街地 農地 山地 農地 農地・市街地 山地 農地 山地

自然堤防・三角州 自然堤防・谷底平野 自然堤防・谷底平野

1/800 1/350

砂礫 砂礫

□卯の木頭首工

●匹見川

●高津川派川 ●高津川派川（分流）

アユの産卵場に配慮した河床掘削

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

○ △ ○ ○ △
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△ △ × × × △ × × × × × △

○ ○ △

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ △

○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○
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◆基本情報1：河川環境区分（セグメント形成要因）

距離標1：
1～2㎞を示す

② 代表区間・保全区間の選定
a）生息場の多様性の評価（大セグメントの中央値に基づき評価）

距離標（空間単位：1km） 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

大セグメント区分 セグメント2-1

河川環境区分 区分2

1. 低・中茎草地 ○ △ ○ ○ △

2. 河辺性の樹林･河畔林 △ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ △

3. 自然裸地 △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △

4. 外来植物生育地 △ △ △ × × △ × △ × × × △

5. 水生植物帯 ○ ○ △

6. 水際の自然度 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ △

7. 水際の複雑さ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○

8. 連続する瀬と淵 △ ○ △ △ △ △ ○ △ ○ ○ ○

9. ワンド･たまり ○ △ △ ○ ○ ○ △ △

10. 湛水域 ×

11. 干潟 - - - - - - - - - - - - -

12. ヨシ原 - - - - - - - - - - - - -

5 2 4 2 3 5 4 6 1 1 2 3 0

b） 生物との関わりの強さの評価
距離標（空間単位：1km） 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

大セグメント区分 セグメント2-1

河川環境区分 区分2
魚類（H24） 6 6 6

底生動物（H23） 3 3

植物（H16） 1 4 1 3 4 2 1

鳥類（H22） 3 0 2 0 1 2 5 1 6 1 1 3 1

両・爬・哺（H21） 3 4 4

陸上昆虫類（H17） 3 28 28

重要種全体合計 3 3 2 1 8 3 8 5 49 43 7 3 1

アユ 7 7 2

△ ○ △ △ △ △ ○ △ ○ ○ ○

イシドジョウ 4 4 1

△ ○ △ △ △ △ ○ △ ○ ○ ○

スナヤツメ類 4 4 3

連続する瀬と淵 △ ○ △ △ △ △ ○ △ ○ ○ ○

イカルチドリ 2 1 2 3 3 2 2 0 5 0 0 0 0

自然裸地 △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △

チュウサギ 1 1 1

低・中茎草地 ○ △ ○ ○ △

生物との関わりの強さの評価値 1 0 4 2 2 1 1 4 1 3 3 3 0

※河川水辺の国勢調査で確認された重要種数、個体数を示す。

c） 代表区間の選定
距離標（空間単位：1km） 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

河川環境区分 区分2

生息場の多様性の評価値 5 2 4 2 3 5 4 6 1 1 2 3 0

生物との関わりの強さの評価値 1 0 4 2 2 1 1 4 1 3 3 3 0

代表区間候補の抽出 B A

候補の抽出理由

視点場の有無
○

橋

○

橋

○

堤防

○

橋

○

橋

○

堤防

○

橋

○

堤防

○

橋

○

橋

代表区間の選定結果 ★

連続する瀬と淵

A:評価値が両方とも1位
B:評価値が両方とも3位以内

選定理由

典型性の評価値、注目種との関わりの強さの評価値がともに高く、視点場となる橋
があるため。

魚類：アユとイシドジョウは河川整備方針・計画に従い選定。高津川を代表する種で
あり、産卵場も存在するため。スナヤツメ南方種は、河川整備計画に従い選定。依
存する生息場として連続する瀬と淵は同様であるが、砂泥底の環境を好み、生息環
境が異なるため。
鳥類：河川整備計画に従い選定。礫河原を代表して繁殖している種と、河川を採食
場として利用している種として選定。

生息場の多様性の評価値

特
徴
づ
け
る
種

（
注
目
種

）
の

個
体
数
と
依
存
す
る
生
息
場

魚
類

鳥
類

生物との関わりの強さ
に関するコメント

重
要
種
数

連続する瀬と淵

陸
域

水
際
域

水
域

典
型
性

汽
水

※○or×・・・中央値以上、△・・・中央値以下

時期整備
予定区間

目標とする
良好な区間
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1.今後の河床掘削懇談会の進め方 （7）河川環境の現状把握
第5回 高津川河床掘削懇談会

9

項目 種名 重要種 生息・生育環境 保全方針

魚類 アユ ― 春に稚魚が遡上して中流～上流
域の礫河床の瀬で生活（藻類
食）したのち、秋に下流域の瀬の
砂礫に産卵して死亡する1年魚
である。

海域沿岸域から河川内を遡上する
ため、堰堤などによる生息地の過
度な分断を避ける。
遡上後の生息環境である瀬・淵、
礫河床を保全する。

スナヤツメ南方種 ・環境省レッドリスト2020：
絶滅危惧Ⅱ類
・しまねレッドデータブック
2014：絶滅危惧Ⅱ類

幼生は水の通りの良い細砂や泥
中に潜っており、成魚は岸の植
物の茂みの中などに潜んでいる。
伏流水が湧くなど水の通りの良
い砂泥底に幼生が生息する。

河川への泥の流入を避け、伏流水
の流れる砂泥底を残す。また、産
卵のために成魚が河川内を移動
すると考えられるため、堰堤などに
よる生息地の過度な分断を避ける。

イシドジョウ ・環境省レッドリスト2020：
絶滅危惧ＩＢ類
・しまねレッドデータブック
2014：絶滅危惧Ⅰ類

砂礫から岩礫底の、水質が良好
な流れのある環境に生息する。
特に淵尻などに多い。産卵は礫
底中に潜って行われる。

瀬・淵、礫河床を保全する。

カマキリ ・環境省レッドリスト2020：
絶滅危惧Ⅱ類
・しまねレッドデータブック
2014：準絶滅危惧

一般に砂礫底質を好む。 礫河床を保全する。河口域から河
川内を遡上するため、堰堤などに
よる生息地の過度な分断を避ける。

産卵場となっている可能性がある
河口域の水制工周辺を保全する。

鳥類 イカルチドリ ・しまねレッドデータブック
2014：準絶滅危惧

河川の下流域から上流域で見ら
れる。主に河川の下流域から中
流域にある河原や中州といった
礫地に窪みを掘り卵を産む。

礫河原を保全・創出する。

注目種の生息・生育環境と保全方針



第5回 高津川河床掘削懇談会
1.今後の河床掘削懇談会の進め方 （8）主要産卵場以外の産卵場存在の可能性確認

 これまでのモニタリングで得られた知見（産卵適正度評価基準）により、今後の河床掘削予定区間における産卵適性度評価を行った結果、
ナガタの瀬、虫追の瀬以外にも複数箇所で産卵適性度が確認できた。

 高津川漁協に助言をいただき、産卵の可能性がある5.8k～6.0k付近の瀬を対象に、産卵実態調査を10月28日～30日と11月11日～12日の2
回実施した。

 結果、1回目の調査では、局所的にしか産卵が見られなかったが、2回目の調査では約1,760m2の範囲で産卵が確認された。

産卵適正度＝適正指標（水深）×適正指標（流速）×適正指標（浮石状態）
適正指標（水深） 適正指標（流速）

適正指標（浮石状態）

高津川固有の産卵適正度評価基準

面的な浮石の状態の違いを評価に反映するため、水理モデルによる無次元掃流力と限界掃流力の比
を評価指標として設定。

浮石状態の指標
＝

無次元掃流力
（土砂を押し流そうとする力）

限界無次元掃流力
（無次元掃流力に対して抵抗する力）

ただし、無次元掃流力＞限界無次元掃流力の場合は、土砂が押し
流され、産卵不可と考えられるため、浮石状態の指標=0とする。

当初、既往文献により上限を
0.5mとしたが、モニタリング結
果により修正。

● モニタリング結果● モニタリング結果

ナガタの瀬

虫追の瀬

高津川直轄区間における
産卵適正度評価結果

※産卵適正度は、近年のアユの産卵期における流量（17m3/s）時の水深、流速の計算結果を用いて算出 10

産卵の可能性が高い瀬
（5.8k～6.0k）

適正度
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エンコウの瀬 ナガタの瀬 虫追の瀬 5.8k～6.0k

付近の瀬

面積（㎡）

R6.10 R6.11

産卵が確認された箇所の河床材料
は小礫～中礫で浮石が多かった。

単位：㎡

産卵場 R6.10 R6.11

エンコウの瀬 0.0 67.0

ナガタの瀬 2,626.7 5,163.0

虫追の瀬 1,436.6 6,194.0

5.8k～6.0k
付近の瀬

0.6 1765.1

アユ産卵範囲面積（瀬別）
5.8k～6.0k付近の瀬の河床状況
（産卵が確認された箇所）

5.8k～6.0k付近の瀬の遠景(安富橋より)

調査結果



提言を踏まえ、「生物の生息・生育・繁殖の場」にかかる定量的な目標を設定

・掘削方法は、左記のこれまで考え方を基本とする。

・掘削後の河床変動解析等を実施し、既存の評価指標を定量化し目標を設定。

◆アユの産卵適正範囲の面積

◆平水位と砂州高さの比高

◆自然裸地（礫河原）・草地の面積

・既存の評価指標以外にも、高津川の注目種（カマキリ、イカルチドリ等）等、河
川特性を踏まえ、掘削後に環境が良好になることを定量的に評価できる指標目
標を設定する。

◆例：瀬淵の箇所数、外来植物生育地の面積 等

これまでの「高津川河床掘削懇談会」において検討した掘削
の考え方を踏襲し、以下の目標を満足する河床形状を上流
区間でも設定する。
・目標①：現状の砂州の比高差を解消する。
・目標②：自然の営力により、アユの産卵場の瀬を維持できる

環境を形成する。

掘削後のアユの産卵場と掘削箇所のモニタリング

定量目標達成状況の評価

上記考え方で掘削を実施

アユの産卵環境への影響評価
（評価指標①：アユの産卵適正範囲）
（評価指標②：砂州の比高差（掘削箇所の地盤高））
（評価指標③：掘削により創出した礫河原や草地の変化状況）

定量目標の達成状況を評価するためのモニタリング内容の追加

1.今後の河床掘削懇談会の進め方 （9）検討フロー
第5回 高津川河床掘削懇談会
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これまでの「高津川河床掘削懇談会」における
河道掘削の実施と評価の考え方

ネイチャーポジティブを踏まえた環境の定量目標を設定

3次元地形データによる整備後の変化を分かり易く見える化

今後の河床掘削懇談会の進め方

掘削範囲

掘削前 掘削後

 以上を踏まえ、今後の河床掘削懇談会の進め方は以下のとおりとする。
 今後の河床掘削予定区間における掘削形状は、引き続きアユの産卵場の保全に関する目標を満足する形状で設定。
 設定した河道を元に河床変動計算等による将来予測を実施し、既存の“アユの産卵適正範囲”などの評価指標に加え、アユ以外の注目種

も含めて「生物の生息・生育・繁殖の場」にかかる定量的な目標を設定。
 掘削後は、モニタリング等により生物の生息・生育・繁殖への影響など定量目標達成状況の評価を行う。
 これらの取り組みについては、アドバイザー会議にも報告し、意見を反映させる。



2.今後のスケジュール
第5回 高津川河床掘削懇談会
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令和7年2月26日
第５回 高津川河床掘削懇談会
・現地視察
・これまでの掘削状況やモニタリング結果の概要
・今年度のモニタリング結果
・今後の河床掘削懇談会の進め方（定量評価の導入）

相互に意見を反映

令和7年8月頃
第６回 高津川河床掘削懇談会
・現行計画の掘削形状の問題点と掘削形状の見直し
・定量目標の設定
・設定した掘削を実施した場合の効果確認

令和8年2月頃
第７回 高津川河床掘削懇談会
・今年度のモニタリング結果
・前回意見やアドバイザー会議の意見を踏まえた掘削形状の見直しと
掘削効果の確認

・段階的掘削計画の立案
・ネイチャーポジティブを踏まえた新たなモニタリング計画の立案

高
津
川
河
川
整
備
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議※

※「高津川河川整備アドバイザー会議」河川整備計画に基づき実施している事業の進捗状況、流域の社会情勢の変化、地域の意向及び河川整備に関する新たな視点等について、学識者のご意見を聴く場として
中国地方整備局が設置した会議



参考資料

第5回 高津川河床掘削懇談会
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【参考】1.今後の河床掘削懇談会の進め方 （5）「場の定量化」の事例
第5回 高津川河床掘削懇談会

14※出典：河川環境目標設定の考え方のイメージ 令和6年6月28日時点 国土交通省



第5回 高津川河床掘削懇談会

15※出典：河川環境目標設定の考え方のイメージ 令和6年6月28日時点 国土交通省

【参考】1.今後の河床掘削懇談会の進め方 （5）「場の定量化」の事例
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第5回 高津川河床掘削懇談会

※出典：河川環境目標設定の考え方のイメージ 令和6年6月28日時点 国土交通省

【参考】1.今後の河床掘削懇談会の進め方 （5）「場の定量化」の事例


